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この教材は 
身近な差別や偏見に向き合い、強い意志をもって正義の実現に努めようとする

思いや、その実現には難しさが伴うことについて考えていく教材です。 

 

育てたい子どもの心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習の流れ 

① 自分たちで資料「泣き虫」を読み進め、グループで考えを

伝え合う。 

② いじめの構造について学ぶ。 

③ たくさんの友達と伝え合う中で深まった自分の考えを 

振り返り、みんなで発表を聞き合う。 
 

 

 

 

今日の道徳科の時間 

誰にでも公正・公平な心で 

教材 「泣き虫」 

子どもの心を育てるために 

○ 物語を通して学ぶことで、子供たちの素直な感想を引き出し、主題に対する 

興味、関心を高めます。 その上で、いじめの構造についてみんなで考えます。 

○  友達とのたくさんの意見交換の中で、身近な差別や偏見に対する自らの考えを 

深めていきます。 

ことができるようにしていきます。 

。 

勇気くんみたいに、自分が正し

いと思うことをちゃんと伝えられ

るようになりたい。でも、それは

簡単なことではないよね。 

誰かにだけ〇〇をしてもいいなんて

ことはない。誰にでも同じように接する

ことができるようになりたいな。 


